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み、前年度より7.3％、1,131万2,000円減の１

億4,384万6,000円の計上でございます。３項特

別損失につきましては、300万円を計上し、冬

期概算料金納入による精算還付金などでござい

ます。 

＋ ＋

 次に35ページをごらんください。資本的収入

及び支出についてご説明申し上げます。収入で

ございますが、１款１項企業債につきましては、

水道水源開発施設整備事業債、第４次拡張事業

債、老朽管更新事業債など、総額で４億440万

円計上いたすもので、新たに清水町浄配水場の

更新工事を実施することから、前年度と比べ１

億5,350万円増となっております。２項分担金

及び負担金については、消火栓設置工事として

240万円を一般会計から負担いただくものでご

ざいます。３項国庫補助金については、水道水

源開発施設整備費、老朽管更新事業の国庫補助

金5,332万5,000円を予定いたすものでございま

す。４項その他の補償金については、公共下水

道事業及び山形県事業に伴う配水管布設の補償

費として、725万円を見込み計上いたしており

ます。５項出資金については、水源開発事業に

係る一般会計からの出資金1,888万3,000円でご

ざいます。 

 次のページ、水道36をお開きください。支出

でございますが、１款１項建設改良費につきま

しては、前年度に比べ３億7,071万円増の７億

7.662万3,000円を予定いたすものでございます。

内訳でございますが、１目事務費については職

員１名分の給与費など1,052万4,000円を計上し、

２目第４次拡張事業につきましては、工事請負

費、設計委託料など５億9,600万円を計上し、

前年度に引き続き３カ年計画の最終年度となり

ますが、平山浄水場中央監視制御装置改造工事

等13年度から実施しております老朽管更新事業、

新たに施設の老朽化にともない本年度から３カ

年計画で清水町浄配水場更新事業などを実施い

たすものでございます。３目水源開発費につい

ては、長井ダムの使用権に係る負担金で、19年

度長井ダムの建設事業費113億3,000万円の1000

分の５に相当する負担額に企業債利息を含め、

5,889万9,000円を計上いたしております。４目

配水施設整備につきましては、県道市道などの

道路改良工事及び公共下水道工事に伴う配給水

管布設外工事や消火栓新設工事などを見込み、

１億670万円を予定いたしております。５目資

産購入費につきましては、450万円の計上で量

水器や器具及び備品購入費などでございます。 

２項企業債償還金につきましては、前年度よ

り9.4％、1,800万8,000円増の２億1,011万

1,000円を計上いたしたところでございます。 

 以上が平成19年度長井市水道事業会計予算の

概要でございます。よろしくご審査賜りますよ

う、お願い申し上げます。 

○渋谷佐輔委員長 概要の説明が終わりました。

ここで昼食のため暫時休憩いたします。再開は

午後１時といたします。 

 

 

   午前１１時５５分 休憩 

   午後 １時００分 再開 

 

 

○渋谷佐輔委員長 休憩前に復し、午前に引き続

き会議を再開いたします。 

 

 

平成１９年度長井市各会計予算案 

に関する総括質疑 

 

 

○渋谷佐輔委員長 これより質疑を行います。 

 ここで、総括質疑の発言通告がありますので、

順次ご指名いたします。 
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蒲生吉夫委員の総括質疑 

＋

 

 

○渋谷佐輔委員長 初めに順位１番、議席番号17

番、蒲生吉夫委員。 

 ここで、佐藤仁議会事務局長が復席しました

のでお知らせします。 

○１７番 蒲生吉夫委員 予算総括通告しており

ます３件について順次ご質問を申し上げたいと

思います。 

 最初に、市民スキー場の管理運営委託と冬季

スポーツの振興についてということであります

けども、まず、18年度と新年度予算の大きな変

更点についてお聞かせを願いたいと思いますが、

委託料が大幅に減額されているわけであります。

18年度の市民スキー場の予算が814万円から、

19年度は523万円というふうになっております

が、その内訳については、白山森スキー場が

283万7,000円、道照寺平スキー場が239万3,000

円。開設の期間について大きく変更あった総務

常任委員会の協議会に出された資料を元に今、

質問をしているわけですけれども。12月は29日

から３月９日までのナイターと土日・祝日とい

うふうにご説明されておりますけども、開設期

間とその条件などについて、この積算した資料、

教育長はお持ちですか。どういうふうにして、

この金額を積算したか、まず、お聞かせを願い

たいと思います。 

○渋谷佐輔委員長 大滝昌利教育長。 

○大滝昌利教育長 文化生涯学習課長の方で、答

えさせていただきます。 

○渋谷佐輔委員長 那須宗一文化生涯学習課長。 

○那須宗一文化生涯学習課長 お答えを申し上げ

ます。 

 ただいま委員からご質問ありましたとおり、

12月については12月29日から開設をいたしまし

て、３月の９日までの開設の日程で、白山森ス

キー場でございますが、考えているところでご

ざいます。基本的に12月29日、30日が土曜日と

日曜日でございますので、ここは全日を開くと。

あと、１月の５、６についても土日でございま

すので、ここは全日、全日といいますのは日中

とナイターまで含めてでございますが、開くと

いうふうなことで、それ以外の土日についても

全日を開設いたしまして、平日にいたしまして

はナイターのみの営業というふうな考えでいる

ところでございます。そういたしますと、リフ

トにいたしましては、日中の開設日が19日、ナ

イターの開設日が72日というふうに積算をした

ところでございます。 

○渋谷佐輔委員長 17番、蒲生吉夫委員。 

○１７番 蒲生吉夫委員 日程的にはわかりまし

たけれども、そこに当てるスタッフ、運営する

人の人数ですね。それを積算したものだという

ふうに思いますが、圧雪やなんかする費用とい

うのはその中には見込まれているのでしょうか。 

○渋谷佐輔委員長 那須宗一文化生涯学習課長。 

○那須宗一文化生涯学習課長 お答え申し上げま

す。 

 先ほど委員が述べられました283万7,000円の

中には、リフトの運行賃金、ヒュッテの運営に

かかわります賃金、圧雪車の運転にかかわりま

す賃金、その他、夏季の間の賃金なり、始業終

業時の超過する部分の賃金などについても積算

しているところでございます。 

○渋谷佐輔委員長 17番、蒲生吉夫委員。 

○１７番 蒲生吉夫委員 私が聞きたかったのは、

そこの部分なんです。そういう積算した数字が

あって、今回のこの数字が出てきたんだと思い

ますね。あるんだったらそれは後でいいです。

積算した資料あるわけですね。それ、いただけ

ますでしょうか、後で。 

○渋谷佐輔委員長 那須宗一文化生涯学習課長。 

○那須宗一文化生涯学習課長 私が手元に持って

おります資料は、後で委員の方にお示ししたい

と思います。 
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＋

○渋谷佐輔委員長 17番、蒲生吉夫委員。 

○１７番 蒲生吉夫委員 私は今回のこの運営の

方法の変更は、かなり大きいと思います。 

 例年ですと、22日、もしくは23日あたりが安

全祈願祭をやって、当日の午後からか、翌日あ

たりから大体運営始めるわけですね。その日程

というのは、小中学校が休みになる時期だと思

います。その日程はお父さんやお母さん仕事に

行ってますから、子供らが休みになっても、ほ

かのスキー場に行くなんてできないんですよ。

だから、近くの人たちは大体休み中はスキーの

好きな子は毎日通うんだと思います。だから、

シーズン券が、こう売れるんだと思いますね、

早く雪降れば。昨年度、17年度のスキー場はそ

ういうことだったと思いますね。スキー場開き

の日は大雪で車も動かなくなったぐらい。翌日

から何とかして動かしたんですね。 

＋ ＋

 その意味では、今回29日からというふうにす

る根拠というのは、私ちょっとそこが理解でき

ないですね、一つは。シーズン券の販売見込み

だけが、うんと大きくしてあるんですね。多分、

スキー場使用料として157万6,000円だというふ

うに思いますけれども、そこの数字は後でお聞

きしますが、その期間がなければ、年末年始の

ところの、子供らの休みの期間、日中開けない、

動かさないとなれば、シーズン券はうんと売れ

ないんじゃないかなというふうに。特に、日中

のシーズン券ですね。ナイターのシーズン券は

また別だと思いますけども。それについてはど

んなふうに考えておりますか。見積もっている

数値についてもお聞かせください。 

○渋谷佐輔委員長 那須宗一文化生涯学習課長。 

○那須宗一文化生涯学習課長 お答え申し上げま

す。 

 委員がおっしゃいますとおり、確かに日中の

シーズン券については、例年よりは少なくなる

だろうなというふうには考えております。ただ、

シーズン券のうち、ナイターのシーズン券の分

については、若干伸びるのではないかなという

ふうな考え方を持っているところです。実は今

回の議案にも出させておいておりますが、体育

施設条例の改正の中でも、スポーツ少年などに

も含めまして、今までは全額免除でございまし

た。そこの分については、50％の減額というふ

うな対応をさせていただきたいというようなこ

とで議案をお示しさせていただいておりますの

で、そういったところを踏まえまして、積算を

させていただいたところでございます。 

○渋谷佐輔委員長 17番、蒲生吉夫委員。 

○１７番 蒲生吉夫委員 私は、今回の施策はそ

この部分を年末年始の子供らの休みの期間の日

中をまず一つあけてもらいたい。動かしてもら

いたいというのが一つです。 

 もう一つは、ずっと学校の授業をやってます

ね。授業のやっている期間も、白山森のはやめ

にして、道照寺の方でやろうという計画のよう

ですね。私はやっぱり、それはないんじゃない

かというふうに思うんですね。改めてスキー場

をつくれって言ってるんじゃないですよ。今あ

るスキー場を運営して、授業をする方法はある

んじゃないですかと、こういうことを言ってい

るわけで、話によると市民スキー大会なんかも

傾斜角度などから考えても、やっぱり白山森ス

キー場の方がずっとスキー大会なんかやりやす

いと。市民スキー大会なんかはあれでしょう、

白山森の方でするような計画になりますか。そ

こはどうですか。 

○渋谷佐輔委員長 大滝昌利教育長 

○大滝昌利教育長 年末年始の開設またはスキー

授業での開設ということで、学校の方ともいろ

いろ話をしているわけですが、今現在、日中、

学校が終わって、放課後にスキー場へ行く、日

中というか普通曜日ですね、行く子供たちは１

週間に１から２回というのが五、六人、三、四

回というのが３人ぐらい。大体10人ぐらい。そ

れも低中学年の子供というような話でした。 

―２１４― 

＋



 

 授業については、今年度は西根小学校八日間

のスキー授業があったと、スキー大会も含めて。

それを何とか工夫していただいて、もう少し日

数を減らしていただいて、その部分については

白山森のスキー場の方で授業ができるような方

向で検討をしたいというふうに思いますし、年

末年始のスキー場の開設についても、委託料の

範囲内で、これもお聞きしますと今年は28日、

白山森スキー大会が予定されておったわけです

が、あいにく中止だったわけですけども、それ

以後というのはほとんど利用客も少なくなって

いるというふうな話も聞いていますので、３月

分あたりを閉鎖して、その分を年末年始の方に

振り向けるようなこともスキー場運営委員会の

方々と話し合いをしながら、検討をし、調整を

していきたいというふうに考えているところで

す。 

＋

○渋谷佐輔委員長 17番、蒲生吉夫委員。 

○１７番 蒲生吉夫委員 今、質問したことに答

えてない部分があります。市民スキー大会はど

こにする予定ですかと。 

○渋谷佐輔委員長 那須宗一文化生涯学習課長。 

○那須宗一文化生涯学習課長 お答え申し上げま

す。 

 市民スキー大会につきましては、白山森スキ

ー場を利用して開催したいというふうに考えて

おります。 

○渋谷佐輔委員長 17番、蒲生吉夫委員。 

○１７番 蒲生吉夫委員 授業もそうですけれど

も、市民スキー大会は小学生大会も兼ねてるん

ですよね。その意味では練習するところが別の

ところで、大会は白山森というふうに私はなか

なか大変なのかなと。もちろんできるわけです

けれども、いわゆる記録会というものかどうか

わかりませんけれども、やっぱりふだんやって

いるところの方でやった方が絶対伸びるわけで

すよね、タイム的にもね。私はそこはやっぱり

一致させていく必要があるんではないかなとい

うふうに思うんです。市民スキー大会に参加す

る子供らのタイムと、白山森スキー大会に参加

する子供らのタイムというのは、白山森スキー

大会の方がずっと上だと思いますね。それはや

っぱり、それなりの地域のレベルを上げていく

力が、私はあるんだと思います。そこはやっぱ

り大事にしていく必要があるんではないかなと

いうふうに思うんですね。その意味では、日中

お客さんのいないときに動かせなんて言ってる

わけでも何でもないんです。今、教育長が言わ

れたように、もう少しフレキシブルに使えるよ

うなスキー場にしておいた方がいいのかなとい

うふうに思うんです。 

 どうしてかというと、私らのこの住んでる地

域というのは、子供らにとって遊ぶところがな

いんですよ。特に冬場はないですね。夏場は走

っていれば済むのかもしれないですけども、そ

うでなくて、映画館一軒あるわけでないでしょ

う。ゲームセンターが近くにあるわけじゃない

でしょう。すると、何をするかというと家の中

でしょうがないからゲームをうちの中ですると

いう、こういう環境はやっぱり決して教育的に

もよくはないというふうに思います。その意味

では、学校授業もそうですけれども、今年度の

学校授業の日程を組んでたものを見させていた

だきましたけれども、運行していた日が15日で

すね、大会も含めて。違いますか。15日近く日

程が入っているようですけど、圧雪するのは午

前だけ使っても、同じように圧雪しなきゃいけ

ないんですね。その意味では、午前と午後をそ

れぞれの学校のところをびちっと詰めて、授業

ができる日数も詰めていけば、私はそんなに毎

日長期間運行しなければならないなんて感じは

持ってないんですね。ここはもうちょっと工夫

する必要があると思います。学校の授業も関係

もありますから、それは一朝一夕にはいかない

わけでありますけれども、やっぱり授業をやっ

ていくというこのことはとても大事だなという
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ふうに思っているんです。 

 特に私も子供がまだ小さいころ、３年生まで

かな、ロープに乗れるところからちょっと滑れ

るようになるあたりまでのところに、班構成す

るから、それの教える手伝いをしてくれって言

われて、手伝いをしましたけれども、便利がい

いのは、アンバーリフトはいきなりその時点に

来たら、ぐっと引っ張られるけど、ロープはち

ょうど滑ってスピードを調整できるので、低学

年にとっては大変いいスタイルだと思うんです

ね。そこの部分も時々ロープ切れたりなんかし

て、修理しているようですけれども、やっぱり

ある施設を丁寧に安全に運行するにはどういう

ふうにしていくかという部分については、もう

ちょっと詰めていかなきゃいけない部分だなと

いうふうに思います。 

＋ ＋

 学校授業も白山森の方を使っているのは、伊

佐沢、致芳、西根、今年は雪がなかったので、

このとおり実施したかどうかというのはわかり

ませんけど、それに北中ですね。これでいくと、

人数的にうんと少ないところも確かにあります。

ありますが、ここは工夫をしながら、うんと詰

めて、その中で安全運行をしていくというよう

な考え方に立っていただければありがたいなっ

て思うんですが、教育長、そこについて見解を

お聞かせください。 

○渋谷佐輔委員長 大滝昌利教育長 

○大滝昌利教育長 さっきも申し上げたんですけ

ども、詰めることは可能なんだと思います。今、

西根でも低学年、中学年、高学年という３クラ

スというか、それを分けて、スキー授業をやっ

ているようですが、それぞれの学年で、200名

ぐらいの児童数ですから、60人ぐらいですよね。

低と中を一緒にいても、百二、三十人。南北中

学校ですと、１学年150名ぐらいいるわけです

から、低・中一緒にしても同じ時間帯ぐらいで

やれると。それをずっと詰めていけば、八日間

のスキー授業なりスキー大会の日数はぐっと詰

められるはずなんですが、やっぱりそれぞれ事

情があるというのは、何か保護者の方々がやっ

ぱりどの学年にも出たいと。例えば、兄弟のあ

る人であれば、１年生と３年生の兄弟があれば、

１年生にも出たいし、３年生にも出たいという

親御さんもおられると。そうすると、その部分

は一緒にできないなというのも学校の方では考

えているようで、いろいろ学校の事情はあるよ

うですが、何とか詰めてですね。 

 ただ、今、白山森を使っている伊佐沢、致芳、

西根、北中、これ、全部白山森でやれるように

されるかどうかというのは、やっぱり委託料の

範囲内ででないと、これはできませんので、そ

のへんの調整も含めながらやっていきたいとい

うふうに思います。 

○渋谷佐輔委員長 17番、蒲生吉夫委員。 

○１７番 蒲生吉夫委員 その分については、わ

かりました。 

 年末の休みのところの期間、これはどういう

ふうにしますか。そこの期間。例えば、今年で

すと23日あたりが日曜日だったかな、12月の、

今年のカレンダーはちょっと見てませんが、22

か３あたりが日曜日で、大体この辺から学校が

休みに入るんではないかなというふうに思いま

す。土曜日から入るかどうかはわかりませんが。

そこから子供らの休み期間中、そこの運営につ

いてはどんなふうに考えてますか。 

○渋谷佐輔委員長 大滝昌利教育長 

○大滝昌利教育長 例年、12月の第４土曜日あた

りから開設してるんで、その辺は子供らは年末

の休みに入ってるわけですが、やっぱりそれも

日中、白山森スキー場については、委託料の範

囲内でどの程度年末年始開設できるかというこ

とも検討して、開設をしていきたいというふう

に考えています。 

○渋谷佐輔委員長 17番、蒲生吉夫委員。 

○１７番 蒲生吉夫委員 12月22日が土曜日で、

23日が日曜日ですね。大体この辺は休みに入る
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んだと思います。 

 それで、予算の範囲内でということですから、

私が考えているのは自然を相手にして運行する

かしないかを決めるわけですから、委託契約な

んですね、これは。どういう契約を結んでるか、

契約書を見てないからわかりませんが、もう少

しスキー場の運営委員会と協議をしながら、使

いやすいようにもうちょっと委託契約のあり方

を検討できないんかなというふうに思うんです

ね。ここからここまでするというふうに決めた

んだから、あとはしないんだということではな

くて、要するに雪が早く降れば、早く学校休み

に入ったらすぐにでも運行できるような、運営

できるようなスタイル。降らなければ、後ろに

ずれていくだけの話ですから。 

＋

 そういう日程をもう少し細かく協議して決め

られるような契約のあり方が、私は大事なんで

はないかというふうに思うんですね。金額と期

間を決めたから、あとはこれでいくんだという

ことではなくて、そこの幅を持たせるところが

大事なんではないかなというふうには思うんで

すが、そこはいかがでしょう。 

○渋谷佐輔委員長 那須宗一文化生涯学習課長。 

○那須宗一文化生涯学習課長 スキー場の運営に

ついては、スキー場の運営委員会の方々に委託

してお願いをしておるわけでございます。私ど

もとして、予算を、委託料の額を積算するに当

たりまして、何日間の運行で１日あたり何人の

方々が従事するということをきちんと積算しな

いと額もできないわけでございまして、例えば

12月が雪が降らなくて、１月にずれ込んだとか、

雪が早く降って、12月の末から運行、開設とか

それはいろいろ自然条件としてあるわけですが、

例えば12月の早いうちから開きますと、例えば

私どもとして、この範囲内でお願いしています

という額の中でいきますと、２月末から３月の

部分の運行が大変厳しくなるという事情にもな

ってまいるわけです。予算的に潤沢であれば、

何とかして３月も運行できるということも可能

なわけでございますが、限られた予算の中でど

のように配分していくかというふうな部分につ

いては、当然委員会の皆様方のご意見をお聞き

しながら、そこはある程度柔軟には対応できる

と思いますが、委員もご承知のような状況でご

ざいますので、委託料の額の範囲内で調整をさ

せていただきながら、そこはいろいろ協議をさ

せていただく中で、開設をしてまいりたいとい

うふうには思っているところでございます。 

○渋谷佐輔委員長 17番、蒲生吉夫委員。 

○１７番 蒲生吉夫委員 予算が提案になってる

わけですから、何回か強調された委託料の範囲

内でとこういうふうになっているわけですが、

ことしみたいに雪が少なければ、動かしたくた

って動かせない状況があるわけですから、それ

は当然だというふうに思います。私が大事にし

てほしいなと思っているのは、「ろくに雪がな

いのに、毎日明かりがついてるんでないか」と

いう批判の声もあるんです。ありますが、私が

大事だなと思うのは、意外とスポーツ少年団が

そこに雪がある限り、毎日くるという、それが

全体のレベルを私は上げてるんではないかなと

いうふうに思うんです。 

 スポーツなんてそうですけれども、まず、施

設がちゃんとしていることと、指導者がちゃん

とした指導者がいることが大前提だと思うんで

すね。その意味では、施設的にもまずあるやつ

をちゃんと使っていこうということがもう一つ。

それとやっぱりスキーの指導者としては、大変

立派な指導者がいるわけですから、市内には。

スポーツ少年の団体も長井スキースポ少とハイ

ムスキーの方と二つあるようですけれども、そ

れぞれの特徴を持った団体であって、冬場のス

ポーツとしてはすごいものだなというふうに思

います。 

 私はやっぱりうらやましいと思うのは、私は

スキー場のないところで育ってますから、スキ
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○渋谷佐輔委員長 17番、蒲生吉夫委員。 ーはその後少し覚えただけなんです。ただ幸い

にしてスケート場があったんで、スキーよりは

スケートの方がもうちょっとできると。やっぱ

り周辺の環境によって、やるスポーツというの

は変わってきていいし、やっぱり冬場のスポー

ツとしてこんなに恵まれたところはないわけで

すから、大事に施設として使っていく必要があ

るのかなというふうに思います。 

＋ ＋

○１７番 蒲生吉夫委員 これもするとお天気頼

みなんですね。積算気温が一定度出てこないと

花は咲かないわけですから、あやめの花はです

ね。まあ、日照時間もあるでしょう。しかし、

そこは商工観光課長、私はちょっと違うんでは

ないかなというふうに思うんですよ。去年の３

月の定例議会、ちょうど今の時期にやってたん

ですね。そのときには、去年はもう豪雪は決定

してたんです。12月22日から降り始めて、ずっ

と毎日除雪車が出てたわけですから、豪雪はも

うそこで決定してたんです。そこでこういう予

算を組んだんですよ。本当はこれまでの観光施

設使用料の、あやめ公園の入園料の予算の組み

方というのは、前年度の入場料収入を、今年度

の入場料収入にしてきたという経過があるんで

すよ、を予算にしてきたという。そういう意味

では、既に議会をやってた去年の３月の時点で

は豪雪はもう決定していて、そこは開花時期も

おくれることははっきりしてたんじゃないです

か。そうじゃなかったですからね。 

 限られた予算の中でということでありますが、

これまで以上に十分に細やかに相談をしながら

進めてもらいたいというふうにお願いをしたい

と思います。これで１番目のスキー場の管理運

営と冬季スポーツの振興については終わりにし

たいと思います。 

 次にあやめ公園入場料の見込みについて、２

番目の件についてお聞かせを願いたいと思いま

す。 

 商工観光課長、18年度当初で予算を組んだの

は2,299万円ですね。今回補正した金額があり

ますね、897万円のマイナス補正ですね。この

マイナスになった原因が書いてありました。豪

雪とさくらんぼのおくれ。こればかりではない

のでないかなというふうに思いますけども、豪

雪とさくらんぼのおくれですね。その時期とあ

やめ公園というのは、大体一緒になれば、一番

入場者数が多いですし、徴収日が長くなるんで

すね。どうもこの原因はそこだけではないんで

ないかというふうに思うんですけれども、どう

ですか。 

○渋谷佐輔委員長 齋藤理喜夫商工観光課長。 

○齋藤理喜夫商工観光課長 お答えいたします。 

 時期の問題かと思いますが、予算を検討する

というのはその前の11月ぐらいから本格的に行

われるというふうなことで、その段階で冬場の

雪の状況をつかんでいたかどうかというのは、

ちょっと疑問のところがございます。 

○渋谷佐輔委員長 17番、蒲生吉夫委員。 

○１７番 蒲生吉夫委員 予算の内示会は２月の

上旬なんですよ。そういう問題では、私はない

と思います。今回の19年度の予算を膨らませて

あるというふうに私は思うんですけども、それ

はことしはいわゆる暖冬であることがまず確定

的にあったからなんですよね。その意味で余計

に組んだんだと思います。それとも、それ以外

にも入場者、入園者数がふえるという何か秘策

ですね、商工観光課長お持ちですか。 

○渋谷佐輔委員長 齋藤理喜夫商工観光課長。 

○齋藤理喜夫商工観光課長 お答えいたします。 

 特に大きな要因については、今委員がおっし

ゃられましたように、あやめの開花がおくれた。

それから、さくらんぼの時期とうまく合わなか

ったというふうなこと、そのことによりまして、

ツアーを見合わせるというふうな状況になった

と。この点が一番大きいというふうに考えてお

ります。 
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 大人につきましては、２万5,500人。それか

ら、大人の団体でございますが、２万2,300人、

子供1,000人、子供団体を800人というふうに考

えてございます。 

○渋谷佐輔委員長 齋藤理喜夫商工観光課長。 

○齋藤理喜夫商工観光課長 お答えいたします。 

 19年度の積算に当たりましては、これまでの

16年から18年度の状況をかんがみまして、検討

させていただいたわけでございますが、一つは

「やまがた花回廊キャンペーン」といった形で、

旅行代理店との関係がある程度いい形に流れて

きてるというふうなこと。それから、４月から

６月までの集中的なキャンペーンを行うという

ふうなテーマとして、花回廊というふうなこと

で、長井市としては大いに期待をしたいという

ふうなことがまず１点ございます。 

○渋谷佐輔委員長 17番、蒲生吉夫委員。 

○１７番 蒲生吉夫委員 今、子供団体と言いま

したか。もう一回。 

○渋谷佐輔委員長 齋藤理喜夫商工観光課長。 

○齋藤理喜夫商工観光課長 はい、そうです。団

体に入っている子供を子供の団体というふうに

呼ばせていただきました。 

○渋谷佐輔委員長 17番、蒲生吉夫委員。 

○１７番 蒲生吉夫委員 2,700万円というのは、

ちょっと見込み過ぎだなというふうに思います。

きのうあたりですか、産建委員会の協議会の方

に提出された資料を私もいただいたんですが、

平成8年のところで入園料収入が3,280万円なん

ですね。ここまで回復しないと、なかなかこの

数字の達成は難しいんだと思いますね。今年度

の補正をしたパーセントを計算してみましたか、

商工観光課長。40％マイナスですよ、40％。私、

計算したんです、何％マイナス補正したんだろ

うと、40％マイナスですよ。普通は私はちょっ

とここは見込み過ぎだと、絶対見込み過ぎだと

思います。また、これは途中でマイナスを補正

しなきゃいけなくなると思いますよ。なぜ、こ

こにこういうふうに言うかというと、これは見

込んで一般会計に入る予定ですから、使ってし

まうんですよね。そうでしょう。その差額分も

含めて使ってしまうんですよ、一般会計に入る

わけですから。だから、言ってみれば、単純に

言えば、先食いしてしまう可能性が出てくるな

という。 

 それから、18年度のあやめにおきまして、16

年、17年に状況の厳しかったあやめの育成栽培

の管理技術について、ある程度の目安がついた

というふうなことがございまして、開園日に合

わせて対応することを目標にしながら、さらに

これまでの状況から考えまして、15年度を目標

にしたいということで設定をさせていただいた

ものでございます。 ＋
○渋谷佐輔委員長 17番、蒲生吉夫委員。 

○１７番 蒲生吉夫委員 15年度の予算ですか。

入場者数ですか。2,169万円ってなってますけ

ど,その数字ですか。 

○渋谷佐輔委員長 齋藤理喜夫商工観光課長。 

○齋藤理喜夫商工観光課長 金額ということでは

なくて、入園者の見込みを15年度を目標とした

というふうなことでございます。15年、16年と

必ずしもいい状態ではなかったと。その前の15

年の数値を何とか回復したいというふうな気持

ちでございます。 

○渋谷佐輔委員長 17番、蒲生吉夫委員。 

○１７番 蒲生吉夫委員 その収入を見込んだ

2,764万4,000円。会館使用料もありますね、そ

の部分を除いて、個人と団体の見込み数を積算

した数字をお聞かせください。 

 これは商工観光課長にだけ、今質問していま

すが、そうじゃないです。ほかのところもそう

いう傾向のあるところが見受けられます。要す

るに収入予算を多く見積もって、支出予算をう

んと低く見積もっている。例えば、私の担当す

○渋谷佐輔委員長 齋藤理喜夫商工観光課長。 

○齋藤理喜夫商工観光課長 お答えいたします。 
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○齋藤理喜夫商工観光課長 お答えいたします。 る生活保護費の支出なんかは、こんなに減るわ

けはないんですよ、絶対。マイナス幾らってこ

う書いてあったのを覚えてますけど、こんなの

絶対減るわけがないです。生活保護世帯も人数

もふえてる傾向ですから。 

 長井のブランドというふうなお話が出された

わけなんですが、首都圏の方に行きますと長井

のあやめ公園というふうな、あるいはあやめの

長井というふうな評価、あるいはお言葉をいた

だくというふうなことを感じております。長井

にとっては観光の大きな柱であるというふうな

ことは考えてございます。そのあやめ公園、あ

やめまつりを機転として経済的な展開を図って

いく必要があるだろうというふうなご意見でご

ざいますが、一つは事業所の皆様方とご協力を

得ながら市内の事業所さんの優待券と言います

か、割引券というふうな展開も考えていきたい

というふうに考えてございます。 

 だけども、支出の方でそれしか組めないから、

マイナス予算を組んで。そういう傾向が、別に

商工観光課長にあやめ公園の関係だけ聞いてお

りますけれども、そうでなくって、私は同じよ

うにこれもマイナス補正を何％もせざるを得な

くなるのかなというふうに思うんです。皆さん

は予算を組むプロですから、こんなに差があっ

ていいわけがない。絶対ないです、40％も差が

あるなんていうのは。 

 また、市内の特に市民の皆様方にもう一度あ

やめ公園に帰ってきていただくために、特に土

日等を利用した夜のにぎわいというふうなもの

もぜひ考えていきたいというふうに考えており

ます。 

＋ ＋

 私らが初めて公園に入る人数、全くつかみど

ころなくて組むのとわけ違うわけですから、そ

ういう意味ではもうちょっと、こう正確にして

もらいたいというふうに思うのと、だから、

「何か秘策があるのか」というふうに聞いたわ

けですけれども、公園の使用料は要するに日照

時間や温度によって、いつ花咲くかによって、

うんと変わってくるというふうに言ったように、

私はもっと大事にしてほしいところがあるんで

す、商工観光事業として考えるなら。長井の特

産品があるでしょう。野菜で言うと、レインボ

ープラン。もうやっぱりブランド品ですよ。そ

ういうものだとか、地域に長井に行けば、これ

が買えるぞと。そういうものがないと、目玉の

ものがないと、なかなかやっぱり難しいんだと

思いますね。 

○渋谷佐輔委員長 17番、蒲生吉夫委員。 

○１７番 蒲生吉夫委員 そういうことが大事な

んだと思います。直接的に入場料で稼いでいこ

うなんて、いかにも短絡的過ぎるなというふう

に私は感じていたんで。 

 観光事業は一番大事なのはエージェントの力

もあるかもしれませんけれども、一番大事なの

は口伝えだと思います。「ことし長井に行った

らこれが良かった」ということが広がっていく

のが一番大事だというふうに思います。あんま

り差が出ないように頑張ってもらいたいところ

だなというふうに思います。  地元の人はあやめだんごはどっかでつくって

るから、１シーズンに１回ぐらいは食べようか

なと思うわけですけれども、そういうところの

経済効果を上げていくんだとすれば、長井の特

徴を生かしたものをやっぱりどのように販売を

しながら、地域の経済の活性化をさせていくか

と、その分はないとだめだと思うんですよね。

そのへん何かないですか。 

 あともう少しでありますから、最後の項に入

らせていただきます。有価物売り払い収入とご

み収集場管理補助金について、市民課長にお尋

ねいたします。売り払い収入として予算に計上

されているのは650万円ですね。その部分とい

うのは、全体の売り払い収入の中の業者が収集

費用を抜いた部分ではないんですよね。全部で
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すよね、これ。どういうふうな計算になってい

るか、そこをお聞かせください。 

○渋谷佐輔委員長 小泉良一市民課長。 

○小泉良一市民課長 お答えをいたします。 

＋

 有価物の収集につきましては、収集料金を算

定をいたします。そして、収集した有価物を売

り払うということで売り払う料金を一緒に算定

していただきまして、両方を一緒に入札してい

ただくというふうな形で、長井にとって有利な

業者さんにお願いをするという形を取っており

ます。そのときの売り払いの金額が650万円で

ございますが、積算と致しましては過去の有価

物の集まる数量から731トンということで、１

キロ当たり９円というふうな単価を掛けたとこ

ろでございます。９円というのは少し高いお値

段でございますが、入札をかけると18年度の実

績として8.5円何がしと出てまいりますから、

決して間違いではないというふうに考えたとこ

ろです。 

○渋谷佐輔委員長 17番、蒲生吉夫委員。 

○１７番 蒲生吉夫委員 今、金属類だとか銅線

なんてのは、使ってるものを持っていくやつが

いるということですから、それぐらいそういう

ものが上がってるんだと思いますね。特に北京

のオリンピックに向かって、えらく消費が伸び

ているようで、主にこういうものが中国に行く

部分が多いらしいですね。ですから、最近、新

聞販売店自身が古紙を集めていますね。かつて

は考えられなかったことだと思います。やっぱ

り、利ざやが生まれてくるようになって、その

部分を自主的に集める新聞販売店が出てきたん

だと思いますね。これ逆ざやになれば、またや

めますよ、どこも。金払わないと持っていって

くれないようになれば、やめるわけですけれど

も。 

 今のところ、こういう経済的な情勢ですが、

今回問題に私がしているのは、400カ所あるご

みの収集場、これに年間2,000円ずつ補助金を

出していて、80万円だったものが50％マイナス

の1,000円ですね。そこはどういうふうにこの

1,000円というふうにした根拠はどういうふう

になるんでしょうか。 

○渋谷佐輔委員長 小泉良一市民課長。 

○小泉良一市民課長 1,000円の根拠ということ

でございますが、これはごみの管理につきまし

ては各地区にごみ減量推進委員をお願いをしま

して、そしてごみ収集場ごとにごみ収集の補助

員を置いているところでございまして、そうい

った方々がいろいろごみの管理、例えば不適切

な排出がされたときに詰めかえていくとか、あ

るいは排出者の方に差し戻しをして、収集し直

してもらうというようなことをしていただくと

いうご苦労をおかけしているところで、そうい

ったところに補助ということを出したいという

ようなことで積算をしたところでございまして、

15年のときに１カ所当たりのアンケートをした

わけですけども、取り置きごみの数、それから

取り置きの回数、こういうふうなことで出しま

して、それを処理する時間を勘案して、時間あ

たり1,000円というふうな形でのことでお金に

換算すると、2,830円というふうな金額が出て

まいりました。そこに有料袋でございますから、

241円というふうな袋を６枚あたり使っておら

れるというふうなことがあったもんで、それで

3,171円とこう出ますが、そのうち2,000円くら

い、半分程度、半分強なるわけですけども、ま

あ2,000円程度でどうだろうかということで、

80万円の額が出ました。 

 今回につきましては、いろんな歳入不足から

すべての事業について緊縮的な財政を組まれる

というふうなことでございまして、当初これに

ついてはゼロ査定というふうなことがございま

した。いろんな地区長さんであるとか、衛生組

合長さんであるとか、そういった方々とのご相

談の中から長井市でできる限度として、今半分

というふうなことでお願いをしていったという
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＋

ことでございます。 

＋ ＋

○渋谷佐輔委員長 17番、蒲生吉夫委員。 

○１７番 蒲生吉夫委員 そうですね、15年のと

きには取り置きごみの袋数に掛け算していって、

説明がついたんですよ。 

 今回は、そういう説明がつかない予算なんで

す。特に言ったように、売り払い収入が650万

円もあるわけでしょう。これは15年当時は考え

られなかったと思いますよ、この金額は。逆だ

ったと思いますね、逆にやっぱり払ったんだと

思います、この当時は。 

 今、子供会か何かが中心にやってる集団回収

だってそうでしょう。それに対する市の持ち出

し分ってなくなってきたわけでしょう。それを

考えていくと、ここの部分の経済的な理由がう

んと私は貢献してると思います。その意味では、

これ例えば１カ所について2.000円だけやって

いるように思いますけれども、地域的にはこれ

に上乗せしてやっているんじゃないんですか。

そこをどういうふうにか調査しておりますか。 

○渋谷佐輔委員長 小泉良一市民課長。 

○小泉良一市民課長 各地区ごとの調査は私ども

の方では行ってはおりませんが、今回のごみ収

集所補助金がどのようなことで地域の方にまわ

っていくかということを、それぞれの地区から

お聞きをしました。 

 そうした際には地区の地区長さん方々のとこ

ろで、代議員というふうにおっしゃってますが、

そういったことでごみの減量の勉強会をした後、

地区長会をして、さらに勉強会をして、その後

の懇親会の中でそれを使うというふうなことで、

実際そのごみの補助員という方にたどり着いて

いるかというと、決してそうではないというよ

うなところもございましたし、例えば中央地区

で言えば、ごみを分別をちゃんとしましょうと

いうふうなステッカーをつくられて、そして中

央地区に配布をするという形で、ごみの減量と

いうところに使用されてるところもございまし

た。 

 伊佐沢ではごみの勉強会を補助員の方を集め

ましての勉強会をして、その終わった後に懇親

をするというふうな中での使われ方もございま

したし、それぞれの地区、地区でいろいろだと

いうふうに思います。それぞれ地区でどのよう

なお金の集め方をなさっているかはちょっと存

じ上げないところでございます。 

○渋谷佐輔委員長 17番、蒲生吉夫委員。 

○１７番 蒲生吉夫委員 大体のところは費用を

上乗せしてやってるんですよ。というのはどう

いう意味かというと、きょうも私、プラスチッ

クごみの日だったんで持って行ったんですけど

も、雪前にあって、きょう降って、あいてなけ

れば掘って扉を開けるようにしなきゃいけない

なと思ってスコップは持って行ったんです。だ

けど、私が行った時間にはきれいになってまし

た。そういう仕事もやってくれてる人はいるん

ですよ。それはだれかというと、主にやっぱり、

こういうふうに担当してる近くの人がやってる

んですよ。それぞれ交代にやってるかもしれま

せんが。ことし、まだ雪少ないですから、あれ

ですが。 

 時間ないですから、あと１回で終わります。

ごみの収集の責任は市にありますね。行政がし

なければならないように、法律的にできてます。

あそこの中に入った資源のものも、これは勝手

に持って行っては悪いようになってますね。法

律的に持って行った人が負けてますから、そう

なってます。 

 長井の私はごみの分別の方式というのは、す

ごいすぐれていると思います。これはやっぱり

レインボープランで生ごみを中央地区内だけで

すけども、分けたというのはやっぱりごみがブ

ランド化したんだと思います。どうしてかとい

うと、リサイクル法ができて、生ごみもリサイ

クルしなきゃいけないという法律ができたのは、

四、五年前ですね。そのときに、炭にしたいの
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で、生ごみをもらってもらえないかと。それも、

生ごみだけのやつ。要するに、プラスチックや

何かが入ってないやつ。レインボープランで集

めたような、あのごみもらってもらえないかと

いうふうに言われた。当時の担当者からあげら

れないと、レインボープランのごみはブランド

ですからと。しょうがないから、当時の長井病

院の残さいあったものを、これなら２回分ぐら

いであればもらわれると。それをもらっていっ

て、炭にしたんですね。炭をつくる機械を実験

する人だったんで。そんなこともあって、私は

長井のごみの分別というのは、本当にすぐれて

るんだと思います。これはだれの力でもなくっ

て、こういう制度をつくって、少額ながら補助

金を出してきて続けてきたという成果だと思う

んです。これが逆転の方向にいって困るなとい

うふうに思うんですね。2,000円から1,000円に

したから逆転するとは言ってませんよ。だけど

も、そういうことの積み上げで長い時間掛けて

今の体制ができてきたというように思うんです。

この考え方、違ってますでしょうか、どうです

か。 

＋

○渋谷佐輔委員長 小泉良一市民課長。 

○小泉良一市民課長 お答えをいたします。 

 補助金があるから、ごみの管理がきちんとさ

れてきたかどうかということになりますと、か

つては、衛生組合の方に160万円なりの補助金

を出してきた時代がありましたから、いろんな

補助という形で回っていたのかもしれませんが、

基本に立ち返ってみれば、ごみ収集場の設置で

あるとか、管理であるとかというのが、地区や

使用者の方にお願いをしているところでござい

まして、地区もそれはわかってきていて、そし

て、常にきれいな状態に置きましょうというこ

とで、市も住民の皆さんもみんなわかっておら

れるわけです。市は収集の義務がありますから、

収集の際には散らかさないように集めたり、散

らかった場合には掃除をしていく。そういうふ

うな協働の作業でやってきたんだと思います。 

 そこで、お金のことでそれが壊れるかという

と、決して私はそうではないというふうに願い

たいところでございますけれども、今の長井市

の状態はやっぱり80万円を40万円にせざるを得

ないというふうな状態を何とぞご理解をいただ

きたいというふうに思ってるところでございま

す。 

 

 

蒲生光男委員の総括質疑 

 

 

○渋谷佐輔委員長 次に、順位２番、出席番号９

番、蒲生光男委員。 

○９番 蒲生光男委員 私が通告してますのは２

点ですが、最初に２番目の収納率の方からちょ

っと質問させていただきたいと思いますので、

よろしくお願いいたします。 

 総務・文教常任委員会協議会に出されました、

１月末現在の市税等の徴収状況ですね。それか

ら、昨日税務課長にお願いしまして、２月末日

現在の徴収状況の資料をいただきました。２月

末現在で、市税等の滞繰分を含めて現在、今、

５億5,100万円ほど。それから、国民健康保険

税で３億3,600万円ほど。税外収入で１億2,100

万円ほど。合計10億1,000万円ぐらい、またこ

れから入らなければならないということになる

わけですが。１月末では11億5,000万円ぐらい

だったですから、この間に１億4,200万円ほど

徴収されたってことになってますが。最初に税

務課長にお伺いしますけども、これの最終的な

見込み、これをどのように踏んでおられますか。 

○渋谷佐輔委員長 中井 晃税務課長。 

○中井 晃税務課長 ２月末の見込みを見ますと、

現年度につきましては前年度より収納率として、

上がっております。これから、５月の出納閉鎖

末の間まで、すべての納期が到来したものの税
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